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連続値データから離散値データへ拡張し，そのパラメータ推定方法を提案している．
最後の 3編は時空間データの解析手法について論じる．間瀬・持田・村山論文では大規模デー
タにも応用可能な迅速な正規確率場の効率的シミュレーションを考案している．三分一他 5名
の論文では，脳科学データの解析のため時系列データにおいて代表的な自己回帰モデルを時空
間モデルへと一般化している．松田論文では等間隔に観測される時系列データ，時空間データ
に対するパラメータ推定法としてポピュラーなWhittle推定法を不等間隔な時空間データにも
応用可能な推定法へと一般化している．
以上の優れた論文を御一読後，統計学・統計科学に携わる多くの方々，特に次代を担う若い
方々にこの分野に対する興味を持っていただければ幸いである．
最後にご多忙中にもかかわらず特集号に寄稿下さった著者の皆さん，査読者の方々，編集作
業にご協力いただいた編集委員の柏木宣久先生（統計数理研究所）・「統計数理」編集室の皆さ
ん，さらには企画・立案に際してご助言いただいた清水邦夫先生（慶應義塾大学）へ心から謝意
を表します．
